
 

 

 

 
平成 26 年３月 13 日 

各 位 

会 社 名 株式会社Ａ．Ｃホールディングス  

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  金 井  壮  

  （コード：1783 ジャスダック） 

問合せ先 取締役情報取扱責任者 南野 利明  

  （ T E L  0 3 - 5 4 7 3 - 7 7 2 2 ） 

 

連結子会社社員持分の追加取得による完全子会社化に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年３月 13 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である合同会社箱根

山松苑（以下「ＧＫ山松苑」という）の発行済社員持分を追加取得して完全子会社化することを

決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．完全子会社化の目的 

ＧＫ山松苑は、既に当社の連結子会社でありますが、当社グループの経営体制の効率化を図るこ

とを目的に、ＧＫ山松苑を当社の完全子会社とすることにいたしました。 

 

２．当該子会社（合同会社箱根山松苑）の概要 

（１） 名 称 合同会社箱根山松苑 

（２） 所 在 地 東京都港区芝大門一丁目２番１号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表社員 株式会社Ａ．Ｃホールディングス 

（４） 事 業 内 容 不動産の取得、保有、処分、管理及び賃貸業 

（５） 資 本 金 金 100 円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 24 年７月 10 日 

（７） 大株主及び持株比率 
当社 99％ 

ダイナミックビュー・インターナショナル・リミテッド１％ 

（８） 
上場会社と当該会社

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当社が当該会社の社員持分 99 円を保有しており

ます。 

人 的 関 係 当社が当該会社の代表社員に就任しております。 

取 引 関 係 
当社は当該会社に対する 1,039 百万円の債権を

保有しております。 

関連当事者へ 

の 該 当 状 況 
当該会社は当社の連結子会社にあたります。 

（９） 当該会社の最近２年間の経営成績及び財政状態 

決 算 期  平成 24 年７月期 平成 25 年７月期 

純 資 産  △20 百万円 0 百万円 

総 資 産  1,087 百万円 1,042 百万円 



 

 

 

売 上 高  0 百万円 35 百万円 

営 業 利 益  △19 百万円 32 百万円 

経 常 利 益  △20 百万円 20 百万円 

当 期 純 利 益  △20 百万円 20 百万円 

（注） １．ＧＫ山松苑は、平成 24 年７月 10 日設立のため、２期分の経営成績及び財政状態しか

ありません。 

 ２．ＧＫ山松苑は、株式を発行しておりませんので、１株当たり純資産、１株当たり登記

純利益、１株当たり配当金は記載しておりません。 

 

３．社員持分取得の相手先の概要 

（１） 名 称 ダイナミックビュー・インターナショナル・リミテッド 

（２） 所 在 地 
英国領ヴァージン諸島トルトラ島ロード・タウン、ジェイ・アンド・

シービルディング３階、私書箱９３３ 

（３） 代表者の役職・氏名 金揚有限公司 ディレクター タム ワイ フォン セリーナ 

（４） 事 業 内 容 資産管理会社 

（５） 設 立 年 月 日 平成１７年７月２２日 

（６） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 
当社と当該会社との間には、資本関係はありませ

ん。 

人 的 関 係 
当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係

はありません。 

取 引 関 係 
当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係

はありません。 

関連当事者へ 

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（注）ダイナミックビュー・インターナショナル・リミテッドは、ＢＶＩ法人のため、法人格の 

みを有し、資本金、純資産、総資産はありません。 

 

４．取得社員持分数、取得価額及び取得前後の所有社員持分の状況  

（１） 異 動 前 の 所 有 社 員 持 分 数 

99 円 

（議決権の数：99 個） 

（議決権所有割合：99％） 

（２） 取 得 社 員 持 分 数 
１円 

（議決権の数：１個） 

（３） 取 得 価 額 １円 

（４） 異動後の所有社員持分数 

100 円 

（議決権の数：100 個） 

（議決権所有割合：100％） 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成 26 年３月 13 日 

（２） 契 約 締 結 日 平成 26 年３月 31 日（予定） 

（３） 社員持分取得実行日 平成 26 年３月 31 日（予定） 

 

 

 



 

 

 

６．今後の見通し 

ＧＫ山松苑は既に当社の連結子会社であるため、当社連結業績および個別業績に与える影響は軽

微であります。 

 

以 上 


